
　

開始年度 昭和　　61

④
経
　
費

財
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訳

※「財源内訳」について

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

600

将来目標

120,000

「実績」
縮小図る

40 50

115,000

単位

人

事業

目標値 115,000

600

H28目標値

540 563

Ｈ 26 Ｈ 27

8,140

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

①毎年、４月第１週の土曜日・日曜日に航空記念公園を会場として開催する。
②企画・運営は、個人・法人・市民団体の自主的な参加で組織する市民文化フェア実行委員会（市民のボランティア組織）が行う。
③実行委員会の主な自主財源は、市内企業・商店等からの協賛広告料である。
④市は実行委員会に補助金を交付して運営を援助する。

基本
方針

5,000

0

11,755

0

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （ 0.07

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。
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②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

関連・類似事業
文化芸術振興基本法

部課コード 050100 ℡

法定受託＋附加

事業コード
市民文化フェア開催支援事業

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

050108

①事務事業名

終了年度 年度

文化芸術振興課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 文化支援

■ □ □

年度

343,067

→

事業の種別

市民文化節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針 第４次所沢市生涯学習推進計画・所沢市子ども・子育て支援事業計画

事業が始まった当時、所沢の文化を高めようという気運が市民に高まっており、日本で最初の飛行場であった航空記念公園を会場とし、公式
初飛行に成功した月である４月に、「文化」と「航空発祥」の２つのテーマをもとに新しい文化的格調の高いものを市民手作りで築こうという趣旨
で始まった。

総合計画の体系 章 教育・文化・スポーツ 個性あふれる文化の創造

人

人

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

5,000

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

市民 平成

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

実行委員会による企画の立案や市民の文化活動の発表と交流の場の提供等を通して、文化の面から所沢のまちづくりに貢献し、新しい市民文化の創造を目指す
と同時に、来場者には所沢ならではの有形・無形の市民文化や桜の名所でもある航空記念公園のロケーションの素晴らしさを体感してもらう。

予算現額

27

その他（　　　　　　　　　　） ）

342,564

11,755

人） （

0.78人 6,755

≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

8,140

一般財源

平成 26 年度

（

28

5,000

（

27 年度平成

3,140

（千円） 年度 （千円）

5,000

5,000 5,000

（千円） 平成

人

事業費合計

正規職員人件費

人）

0.36人

市民文化フェア催事（プログ
ラム）数

市民文化フェア催事（プログラム）の合
計数

39

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

 
 
⑥
成
果

37

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

市民文化フェア実行委員会
関係者数

実行委員、各催し物スタッフ

％ 達成率 87 61

　 項目名 項目説明

成果指標
事業参加者（会場入場者）
数

継続

農業後継者・新規就農者による野菜販売コーナーや、COOL JAPAN FOREST 構想
PRコーナーを新たに設け、地産地消の推進や所沢の新しい文化を積極的に取り入れ
るよう取り組んでいる。

115,000

実 績 100,000 70,000
文化フェアの延べ入場者数

目標達成状況

現状
維持

その
他

拡大 縮小

⑦
改
善
点

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

文化芸術振興課長　吉田　謙治

終了

次年度予算

評価日 H28.8.16 評価者職氏名

理由
今後も「文化」と「航空発祥」の２つのテーマに沿って事業を展開し、市の他事
業との調整を推進して、相乗効果をあげていく。

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由
事業実施のため、上記コストは必要であると考えられる。また、市内企業・商
店等からの協賛広告料を得る等、自主財源を確保して運営されており、本市
が負担するコストは節減されているものと考えられる。

拡大 縮小

無

無
資料の作成

規制を受ける環境法令等

緊急事態

(2)今後の方向性

「所沢のまちづくり、新しい市民文化の創造」という目的に基づき、新しい人
材発掘、支出の効率化、民間協賛の積極的な導入を図りながら、「まちの賑
わい創出」の一助となるよう、適切な支援方法を検討していきたい。

「飛行機のぼりの展示」「ジャンボ飛行機のぼり作成・展示」「スカイスクエア（航空教
室）」など、航空発祥に因んだ催しを実施し、市民に広く「航空発祥の地　所沢」をア
ピールすることができた。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

雨天により一部催しが中止となったため、例年より少ない入場者数となっ
た。今後は雨天時にもイベントを楽しめるような趣向を凝らし、天候による影
響を最小限にするよう検討を行う。

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化


